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千葉教員 滋賀教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 13 1 4 2 2 11 0 6 ＊ 28 0 11 6 0 6 1

5 0 0 0 0 1 4 0 7 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 1 1 8 ＊ (C) 6 0 3 0 1 2 5

金 田 涼 慈

北 脇 昭 宏

－ －

杉 下 卓

湯 澤 直 人

加 藤 隆 一

選　手　氏　名 選　手　氏　名

北 脇 俊 宏

35:38 － － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－－ － 21:48 －
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

06:50 17:09 27:44
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6 0 0 0 0 0 1 1 8 ＊ (C) 6 0 3 0 1 2 5

7 0 0 0 0 0 0 0 11 ＊ 8 1 1 3 2 2 6

8 - - - - - - - 12 ＊ 22 4 5 0 1 6 2

9 ＊ 7 1 2 0 0 4 4 13 2 0 1 0 0 0 0

10 2 0 1 0 1 2 0 14 24 2 9 0 3 9 1

11 3 0 1 1 2 1 2 15 ＊ 4 0 1 2 2 3 1

12 - - - - - - - 18 - - - - - - -

13 ＊ 10 2 2 0 1 3 0

14 0 0 0 0 0 0 0

北 脇 昭 宏

西 堀 亮

大 野 雅 俊

宮 崎 雄 也

藤 橋 洋 輔

山 本 佳 明

杉 下 卓

武 田 大 輔

奥 田 耕 士

大 平 征 司

南 田 秀 人

瀧 瀬 裕 貴

秋 元 啓 人

鈴 木 俊

江野沢 真

高 橋 亮 介
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14 0 0 0 0 0 0 0

15 ＊ 4 0 2 0 2 3 0

16 - - - - - - -

17 8 2 1 0 0 1 0

18 ＊ 11 1 3 2 4 8 0

58 7 16 5 13 38 7 94 7 31 11 9 28 16

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

山 本 佳 明

森 田 勇 輝

福 村 淳

大 高 哲 也

コーチ 片 桐 弘 樹

合計 合計

本 宿 達 至

宮 原 正 和 コーチ
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戦　　評

両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。1Q序盤は両チームともディフェンスに集中し、得点ペースはあ

がらない。千葉は#9を起点に高さのある#18,スピードのある#13へのパスプレーでミドル、3Pを狙い続け、時に#9のカッ

トインを試みるも、滋賀の堅く息の合った執拗なDFに阻まれ、思うように加点していけない。対する滋賀は、サイドか

らのカットインでフリースローをものにするが、#15を起点としたゴール下のプレーで得点が伸びず、アウトサイドの攻

撃を中心にしていく。中盤あたりから#14のミドルや3P、スピードのある#11,#12を起点とした#6,#8へのパスプレーでミ

ドルや3Pを順調に決め、リズムをつかむ。その後も、滋賀は集中したスピード感のある攻撃やDFをし、千葉にペースを

つかませない 千葉12-滋賀26で1Q終了 2Q 千葉は#17の3Pなどで得点ペースをあげようと奮起し 千葉37-滋賀55で2Q

0

20

40

60

80

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40

得
点

千葉教員

滋賀教員

Copyright(c) 2010 Yuzo Kosaka All Lights Reserved Vol.0063

記載者 佃　幸憲 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームともマンツーマンディフェンスでスタート。1Q序盤は両チームともディフェンスに集中し、得点ペースはあ

がらない。千葉は#9を起点に高さのある#18,スピードのある#13へのパスプレーでミドル、3Pを狙い続け、時に#9のカッ

トインを試みるも、滋賀の堅く息の合った執拗なDFに阻まれ、思うように加点していけない。対する滋賀は、サイドか

らのカットインでフリースローをものにするが、#15を起点としたゴール下のプレーで得点が伸びず、アウトサイドの攻

撃を中心にしていく。中盤あたりから#14のミドルや3P、スピードのある#11,#12を起点とした#6,#8へのパスプレーでミ

ドルや3Pを順調に決め、リズムをつかむ。その後も、滋賀は集中したスピード感のある攻撃やDFをし、千葉にペースを

つかませない。千葉12-滋賀26で1Q終了。2Q,千葉は#17の3Pなどで得点ペースをあげようと奮起し、千葉37-滋賀55で2Q

終了。3Q,得点が進まない千葉にやや焦りが見え始め、シュートが決まらなくなる。対する滋賀は、運動量が衰えず、

#11を起点に#6,#12,#14のミドルシュート、3Pなどで順調に得点ペースを維持する。千葉45-滋賀73で3Q終了。4Q、千葉

はゴール下へのパスプレーで得点を狙うも、滋賀の#11のゲームコントロールがうまく機能し、千葉58-94滋賀で試合終

了。滋賀の豊富な運動量、スピードと、選手同士のチームワークの良さが印象に残る試合であった。
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